
天まで届け
みんなの想いをのせて
七夕のつどい　（高麗郷古民家）

天まで届け
みんなの想いをのせて
七夕のつどい　（高麗郷古民家）

市 議 会 だ よ り 発行　埼玉県日高市議会（〒350-1292）　☎042-989-2111（内線4402・4403）　
編集　議会だより編集委員会

日　高　市　議　会　だ　よ　り

令和元年８月１日　No.105令和元年８月１日　No.105ひだかひだか



NO.105 （2）日 高 市 議 会 だ よ り

橋
はしもと

本利
としひろ

弘氏

大
おお

川
かわ

戸
ど

章
あきら

氏

令和元年第３回定例会審議結果
○・・賛成　　×・・反対

提
出
議
案
と

審
議
結
果

（
議
案
第
34
号
）

　

�

日
高
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正

に
伴
い
、
低
所
得
者
の
介
護
保
険

料
軽
減
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
令
和

元
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改

正
を
行
い
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
35
号
）

　

�

日
高
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

欠
員
と
な
っ
て
い
る
議
員
の
う

ち
か
ら
選
任
す
る
日
高
市
監
査
委

員
に
橋
本
利
弘
氏
を
選
任
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�
（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
議
案
第
36
号
）

　

�

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
大
川
戸
章
氏
を
推
薦

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
決
議
案
第
２
号
）

　

�

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の
建

設
に
対
す
る
反
対
決
議
に
つ
い

て

　

日
高
市
の
財
産
で
あ
る
日
和
田

山
や
巾
着
田
を
含
む
高
麗
地
域
の

景
観
や
周
辺
の
生
活
環
境
を
守
り
、

防
災
並
び
に
自
然
保
護
及
び
自
然

調
和
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
同
地
域
に
計
画
さ
れ
て

い
る
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の

建
設
に
対
し
反
対
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

�
（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

議
案
番
号

議員名

議案等の名称

審
議
結
果

絆の会 公明党 志正会 新政会 清風会 日政会 萩の会

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
共
産
党賛　
　

成

反　
　

対

大
澤　

博
行

和
田　

貴
弘

鈴
木　

健
夫

三
木　

伸
也

森
崎　

成
喜

橋
本　

利
弘

吉
本　

新
司

加
藤　

大
輔

大
川
戸
岩
夫

山
田　

一
繁

稲
浦　
　

巖

金
子　
　

博

田
中
ま
ど
か

松
尾
万
葉
香

齋
藤　

忠
芳

佐
藤　
　

真

第34号
日高市介護保険条例の一部を改正する
条例

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

第35号 日高市監査委員の選任について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 除

斥 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 14 0

第36号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

決議案
第２号

大規模太陽光発電施設の建設に対する
反対決議について

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 × 〇 × 〇 〇 〇 13 2

意見書案
第１号

太陽光発電施設の設置に対する法整備
等を求める意見書の提出について

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15 0

請願
第２号

日米地位協定の抜本的見直しを求める
意見書に関する請願

不
採
択
× × × × × × × × × 議

長 × × 〇 〇 × 〇 3 12

　

決
議
案
第
２
号　

反
対
討
論

　

こ
の
決
議
案
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

事
業
者
の
名
前
ま
で
出
し
、
こ
こ

ま
で
踏
み
込
ん
だ
決
議
を
す
る
か

ら
に
は
、
議
会
と
し
て
デ
ー
タ
等

根
拠
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

こ
の
太
陽
光
発
電
施
設
は
民
間

同
士
の
契
約
に
基
づ
い
て
お
り
、

市
も
そ
れ
を
踏
ま
え
慎
重
に
条
例

制
定
に
向
け
動
い
て
い
る
。
こ
の

決
議
が
市
の
条
例
制
定
や
建
設
に

反
対
し
て
い
る
住
民
の
方
々
の
後

押
し
に
な
る
の
か
、
私
は
に
わ
か

に
判
断
で
き
な
い
。

　

３
月
議
会
、
今
議
会
で
こ
の
問

題
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
た
松

尾
議
員
、
佐
藤
議
員
や
私
に
何
の

打
診
も
な
く
こ
の
決
議
案
が
突
然

出
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
違
和
感

を
覚
え
る
。
も
っ
と
慎
重
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
で

す
ぐ
に
採
決
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
。

　

決
議
案
第
２
号　

賛
成
討
論

　

決
議
案
の
提
出
が
突
然
で
あ
る

こ
と
に
は
、
戸
惑
い
を
感
じ
る
が
、

早
急
に
決
議
を
す
る
こ
と
が
市
民

の
た
め
に
な
る
と
考
え
る
。 

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決
議
案

討　

論
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提
出
さ
れ
た

請

願

書

提
出
さ
れ
た

陳

情

書

会

期

日

程

市議会会議録の閲覧について
○会議録は、市役所１階の行政情報
コーナー、公民館、出張所、図
書館に配置しますので、ご利用
ください。

○インターネットにより、市のホー
ムページからも閲覧できます。

に
賛
成
す
る
。

　

決
議
案
第
２
号　

反
対
討
論

　

決
議
案
に
あ
る
大
規
模
太
陽
光

発
電
施
設
の
建
設
予
定
事
業
者
か

ら
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
市
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
よ
る
必
要
書
類
等
は
、
今

日
現
在
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

事
業
者
の
計
画
内
容
の
詳
細
を

把
握
し
な
い
状
況
で
、
本
決
議
案

が
議
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、
即

決
で
採
決
を
す
る
こ
と
に
は
無
理

が
あ
り
、
継
続
審
議
と
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決
議
案

に
反
対
す
る
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　

�

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
対

す
る
法
整
備
等
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

　

太
陽
光
発
電
事
業
が
地
域
社
会

に
あ
っ
て
住
民
と
共
生
し
、
将
来

に
わ
た
り
安
定
し
た
事
業
運
営
が

な
さ
れ
る
た
め
に
、
国
に
お
い
て

は
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に

対
す
る
法
整
備
等
の
措
置
を
早
急

に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

　

第
３
回
定
例
会
に
、
次
の
請
願

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
請
願
第
２
号
）

　

�

♦
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す

る
請
願

�

（
不
採
択
）

　

第
３
回
定
例
会
に
、
次
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

（
陳
情
第
３
号
）

　

�

♦
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時

中
止
と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄

県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、

国
民
的
議
論
に
よ
り
、
民
主
主

義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に

解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
第
４
号
）

　

�

♦
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時

中
止
と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄

県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、

国
民
的
議
論
に
よ
り
、
民
主
主

義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に

解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

「３
な
い
運
動
」

○�

政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

贈
ら
な
い
！

○�

有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を

求
め
な
い
！

○�

政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄

附
は
受
け
取
ら
な
い
！

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
や

団
体
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ

と
は
、
政
治
団
体
や
親
族
に
対

す
る
寄
附
や
自
ら
が
行
う
政
治

教
育
集
会
に
関
す
る
必
要
な
実

費
補
償
を
除
き
、
そ
の
時
期
や

理
由
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を
求
め

て
も
い
け
ま
せ
ん
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○�

運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
飲
食
物
の
差
し
入
れ

○�

お
中
元
・
お
歳
暮
、
病
気
見

舞
い

○�

開
店
祝
い
の
花
輪
、
葬
式
の

花
輪

〇�

秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る

場
合
の
結
婚
祝
い
・
香
典

○
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い

〇�
町
会
等
へ
の
寸
志
や
差
し
入
れ

（
陳
情
第
５
号
）

　

�

♦
自
殺
は
大
変
悲
惨
だ
か
ら
、

統
計
上
の
前
触
れ
、
予
兆
を
数

項
目
公
民
館
及
び
市
役
所
窓
口

に
掲
示
し
自
殺
予
防
の
為
の
相

談
報
告
窓
口
を
設
け
、
弱
者
保

護
の
為
生
活
保
護
の
利
用
促
進

を
周
知
す
る
事
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
第
６
号
）

　

�

♦
日
本
政
府
に
対
し
て
、
国
連

の
「
沖
縄
県
民
は
先
住
民
族
」

勧
告
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
第
７
号
）

　

�

♦
災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
一

時
預
か
り
場
所
に
関
す
る
陳
情

　

第
３
回
定
例
会
は
、
次
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

６�

月
７
日
㈮　

開
会
。
市
長

行
政
報
告
。会
期
の
決
定
。

議
案
３
件
の
提
案
説
明
。

６�

月
８
日
㈯
～
12
日
㈬　

休

会
。

６�

月
13
日
㈭　

議
案
２
件
の

質
疑
・
討
論
・
採
決
。
議

案
１
件
の
質
疑
・
委
員
会

付
託
。

６�

月
14
日
㈮
～
19
日
㈬　

休

会
。

　

�（
休
会
中
に
総
務
福
祉
常

任
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
議
案
等
を
審

査
）

６�

月
20
日
㈭　

一
般
質
問
。

６�

月
21
日
㈮　

一
般
質
問
。

６�

月
22
日
㈯
～
25
日
㈫　

休

会
。

６�

月
26
日
㈬　

議
案
１
件
の

委
員
長
報
告･

質
疑
・
討

論
・
採
決
。
請
願
１
件
の

委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討

論
・
採
決
。
決
議
案
１
件

の
提
案
説
明
・
質
疑
・
討

論
・
採
決
。
意
見
書
案
１

件
の
提
案
説
明
・
質
疑
・

討
論
・
採
決
。
市
長
行
政

報
告
。
閉
会
。
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一 般 質 問

※一般質問の様子もホームページで録画配信中ですのでご覧ください。

市政のここが聴きたい！

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり市長をはじめ執行機関側に、事業の
執行状況や将来の方針などを質問し、説明を求めるものです。

10議員が登壇　　傍聴者延べ206名

一
般
質
問
の
要
旨

ゾ
ー
ン
30
の
交
通
規
制
は

�

齋
藤
　
忠
芳

横断歩道の無いバイパス交差点

問　

高
麗
川
駅
西
口
の
ゾ
ー

ン
30
の
交
通
規
制
は
。

答　

区
域
を
定
め
最
高
速
度

30
㎞
の
規
制
を
実
施
し
、
道

路
標
示
の
安
全
対
策
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
速
度
や
抜
け

道
と
し
て
の
通
行
行
為
を
抑

制
し
、
住
環
境
の
向
上
を
図

る
も
の
で
あ
る
。
昨
年
度
、

区
域
の
一
部
を
整
備
し
た
。

ゾ
ー
ン
の
各
入
口
に
最
高
速

度
時
速
30
㎞
の
規
制
標
識
の

設
置
や
、
ゾ
ー
ン
30
の
路
面

標
示
を
実
施
し
た
ほ
か
、
飯

能
警
察
署
の
指
導
に
よ
り
、

ポ
ー
ル
を
設
置
し
、
ゾ
ー
ン

の
入
口
を
狭
く
し
て
い
る
。

ま
た
、
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
道
路
と
歩
道

を
区
分
す
る
白
線
、
一
部
に

は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
路
面

標
示
を
実
施
し
て
い
る
。
な

お
、今
回
の
整
備
区
域
内
は
、

優
先
道
路
が
明
確
な
た
め
交

差
点
に
は
標
示
は
必
要
な
い

と
の
署
の
判
断
で
あ
る
。

問　

高
麗
川
駅
周
辺
の
路
上

駐
車
対
策
に
つ
い
て
は
。

答　

平
成
23
年
４
月
か
ら
駐

車
監
視
の
重
点
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
た
が
、
違
法
駐
車

の
件
数
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
平
成
27
年
３
月
に
指
定

が
解
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
間
に
飯
能
警
察
署

に
お
い
て
当
該
区
域
に
お
け

る
違
法
駐
車
件
数
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
件
数
の
増
加
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

年
９
月
か
ら
再
び
駐
車
監
視

の
重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、

地
域
内
す
べ
て
が
駐
車
禁
止

と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
駅

前
な
ど
の
駐
車
禁
止
指
定
場

所
の
ほ
か
、
道
路
の
曲
が
り

角
か
ら
５
ｍ
以
内
が
取
り
締

ま
り
の
対
象
と
な
る
。

問　

新
堀
通
線
と
県
道
飯
能

寄
居
線
バ
イ
パ
ス
と
の
交
差

点
に
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
ど
う
か
。

答　

当
該
交
差
点
は
、
既
存

の
信
号
機
と
の
間
隔
に
関
す

る
距
離
設
置
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
た
め
、
新
た
な
信

号
機
が
設
置
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
現
状
で
は

バ
イ
パ
ス
周
辺
を
歩
か
れ
る

場
合
は
既
設
の
信
号
機
や
横

断
歩
道
の
あ
る
場
所
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
開
通

か
ら
半
年
が
経
過
し
、
市
へ

も
実
際
に
歩
い
た
り
、
自
動

車
を
運
転
し
て
み
て
の
意
見

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

意
見
を
踏
ま
え
て
、
飯
能
警

察
署
や
飯
能
県
土
整
備
事
務

所
な
ど
と
安
全
対
策
に
つ
い

て
調
整
を
進
め
て
い
く
。
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遠
足
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

に
つ
い
て

�

稲
浦
　
巖

一
般
質
問
の
要
旨

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
建
設
計

画
に
つ
い
て

�

松
尾
　
万
葉
香

香り付き柔軟剤等が周囲の人の
健康を害する恐れ

巾着田入口の案内看板

問　

遠
足
の
聖
地
宣
言
後
の

成
果
と
実
績
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
宣
言
前

は
142
件
、
１
万
３
千
379
人

で
、
平
成
30
年
度
は
146
件
、

１
万
５
千
413
人
と
微
増
で
あ

る
。

問　

高
齢
者
を
含
む
成
人
に

対
す
る
対
応
は
。

答　

遠
足
の
聖
地
日
高
市
の

Ｐ
Ｒ
と
い
う
観
点
で
は
、
大

人
の
遠
足
、
家
族
の
遠
足

と
い
う
様
々
な
事
業
が
必

要
。
現
時
点
で
は
巾
着
田
の

遠
足
来
訪
者
数
は
微
増
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ち

ら
の
Ｐ
Ｒ
が
優
先
課
題
で
あ

る
。
昨
年
度
制
作
し
た
動
画

「
大
人
の
遠
足
」
を
活
用
し

て
遠
足
の
聖
地
・
大
人
の
遠

足
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問　

遠
足
来
訪
者
増
大
に
よ

り
想
定
さ
れ
る
問
題
点
と
、

そ
の
解
決
策
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ト
イ
レ

な
ど
設
備
の
充
実
が
課
題
と

結
果
が
出
て
い
る
が
、
巾
着

田
の
原
風
景
の
維
持
、
必
要

最
小
限
の
整
備
を
検
討
す
る

が
、
現
在
は
施
設
整
備
の
予

定
は
な
い
。
ま
た
、
民
間
活

力
を
活
用
し
た
施
設
の
整
備

も
検
討
す
る
。
地
元
か
ら
は

高
麗
駅
か
ら
巾
着
田
方
面
に

向
か
う
道
路
へ
の
歩
道
の
整

備
、
横
断
歩
道
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
意
見
が
出
て
い
る

が
、
市
全
体
の
道
路
整
備
の

中
で
優
先
す
べ
き
場
所
が
あ

り
、
遠
足
の
聖
地
を
目
的
と

し
た
道
路
整
備
等
は
実
施
で

き
て
い
な
い
。
安
全
確
保
に

つ
い
て
は
必
要
で
あ
る
の

で
、
道
路
整
備
以
外
の
方
法

で
解
決
す
る
こ
と
を
研
究
す

る
。

問　

観
光
客
が
多
数
来
て
も

市
内
に
は
宿
泊
施
設
や
観
光

セ
ン
タ
ー
が
な
い
現
状
で

は
、
経
済
的
効
果
は
少
な
い

と
考
え
る
が
こ
の
点
に
つ
い

て
の
対
応
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
、
新
た

な
宿
泊
施
設
や
観
光
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
施
設
建
設
の
計

画
は
な
い
。
今
後
、
巾
着
田

管
理
事
務
所
の
更
新
時
や
公

共
施
設
の
再
編
の
際
、
廃
止

と
な
る
施
設
が
出
て
き
た
と

き
に
は
、
観
光
振
興
の
た
め

の
施
設
に
転
用
す
る
こ
と
も

一
つ
の
案
と
し
て
提
案
し
て

い
く
。
観
光
事
業
で
経
済
的

効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
特
産

品
の
農
業
生
産
者
と
連
携
し

た
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
、
飯
能

市
の
メ
ッ
ツ
ァ
か
ら
の
誘
客

ル
ー
ト
の
開
拓
、
子
ど
も
が

自
然
の
中
で
泥
だ
ら
け
で
遊

べ
る
よ
う
な
体
験
ツ
ア
ー
を

検
討
す
る
。

問　

建
設
を
規
制
す
る
条
例

制
定
の
見
通
し
は
。

答　

制
定
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
早
急
に
決
定
す

る
。

問　

開
発
予
定
地
を
市
で
買

い
取
る
可
能
性
は
。

答　

今
後
の
課
題
と
す
る
。

問　

事
業
者
の
株
主
構
成
や

決
算
書
類
は
確
認
し
た
か
。

答　

県
に
提
出
さ
れ
る
も
の

を
市
で
も
確
認
す
る
。

問　

災
害
時
に
備
え
、
事
業

者
に
供
託
を
求
め
る
こ
と

は
。

答　

方
法
を
研
究
す
る
。

問　

市
長
の
考
え
は
。

答　

市
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
早
急
に
し
た
い
と
考
え
、

職
員
に
も
そ
う
指
示
し
て
い

る
。
日
高
市
に
と
っ
て
、
高

麗
の
緑
と
自
然
環
境
を
守
る

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。

　

�

香
害
（
人
工
香
料
に
よ
る

健
康
被
害
）
対
策
に
つ
い

て
問　

市
職
員
へ
の
香
害
問
題

の
周
知
や
、
市
が
購
入
、
使

用
す
る
物
品
へ
の
配
慮
は
。

答　

化
学
物
質
過
敏
症
（
Ｃ

Ｓ
）
の
方
へ
の
配
慮
や
、
Ｃ

Ｓ
予
防
の
必
要
性
を
周
知
す

る
。

問　

市
民
へ
の
啓
発
は
。

答　

エ
チ
ケ
ッ
ト
の
問
題
と

し
て
ポ
ス
タ
ー
等
を
用
い
、

香
り
製
品
使
用
の
リ
ス
ク
を

伝
え
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
求

め
る
。

問　

子
ど
も
は
特
に
発
育
上

の
被
害
を
受
け
や
す
く
、
発

達
障
害
の
原
因
と
も
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答　

保
育
所
や
学
校
な
ど
子

ど
も
の
集
ま
る
施
設
の
職
員

に
は
、
理
解
を
高
め
対
応
方

法
を
指
導
す
る
。
保
護
者
向

け
の
啓
発
活
動
に
も
取
り
組

む
。

　

�

市
民
の
移
動
手
段
の
確
保

に
つ
い
て

問　

子
育
て
世
代
の
抱
え
る

問
題
へ
の
認
識
は
。

答　

困
っ
て
い
る
と
い
う
声

は
市
に
届
い
て
い
な
い
。

問　

今
後
の
主
要
施
策
は
。

答　

自
治
会
主
体
の
デ
マ
ン

ド
交
通
と
高
齢
者
等
お
出
か

け
支
援
事
業
（
交
通
利
用
料

金
補
助
）
の
二
つ
を
基
本
と

す
る
。

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
提
供

範
囲
拡
大
の
見
通
し
は
。

答　

拡
大
予
定
は
な
い
。
自

治
会
で
は
人
的
、
経
済
的
に

運
営
が
難
し
く
、
市
は
そ
れ

を
補
助
で
き
な
い
。

問　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
新

た
な
施
策
の
可
能
性
は
。

答　

既
存
の
公
共
交
通
の
利

用
を
促
進
す
べ
き
で
あ
り
、

法
的
規
制
も
あ
る
た
め
導
入

予
定
は
な
い
。
情
報
収
集
は

続
け
る
。
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一
般
質
問
の
要
旨

幼
児
教
育
無
償
化
の
影
響
に
つ
い
て

�

田
中
　
ま
ど
か

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

�

金
子
　
博

幹線59号を行く遠足の列

小中一貫教育が進む高萩小・中学校

問　

10
月
か
ら
始
ま
る
幼
児

教
育
無
償
化
に
よ
る
市
の
事

務
及
び
財
政
へ
の
影
響
は
。

答　

保
育
園
の
３
～
５
歳
児

約
550
名
分
の
保
育
料
算
定
事

務
が
不
要
と
な
る
が
、
新
た

に
幼
稚
園
児
約
700
名
分
の
個

人
デ
ー
タ
入
力
、
園
へ
の
給

付
金
支
払
い
事
務
等
が
生
じ

る
。
保
育
料
等
は
国
２
分
の

１
、
県
４
分
の
１
、
市
４
分

の
１
の
割
合
で
負
担
し
、
市

の
負
担
は
こ
れ
ま
で
よ
り
約

４
千
840
万
円
増
額
と
な
る
。

問　

無
償
化
事
務
の
煩
雑
さ

に
入
園
手
続
き
時
期
が
重
な

り
、
担
当
課
は
多
忙
を
極
め

る
。
遅
滞
な
く
で
き
る
の
か
。

答　

保
育
施
設
や
利
用
者
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
計
画
的

な
事
務
の
執
行
に
努
め
る
。

　

�

遠
足
に
訪
れ
る
子
ど
も
た

ち
の
安
全
に
つ
い
て

問　

高
麗
駅
か
ら
巾
着
田
方

面
に
向
か
う
幹
線
59
号
は
歩

道
が
な
く
危
険
で
あ
る
。
こ

こ
は
第
４
次
通
学
路
整
備
計

画
で
拡
幅
予
定
の
箇
所
で
も

あ
る
。
優
先
順
位
を
上
げ
て

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
時
点
で
整
備
は
考
え

て
い
な
い
。
引
率
者
に
注
意

を
お
願
い
し
た
い
。

問　

古
民
家
、
公
民
館
、
小

学
校
、
公
会
堂
、
寺
な
ど
を

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
川
の
増
水
、

落
雷
等
か
ら
の
避
難
所
と
し

て
登
録
し
、
マ
ッ
プ
に
載
せ

る
な
ど
の
対
策
が
で
き
な
い

か
。

答　

今
後
研
究
す
る
。

問　

遠
足
の
ル
ー
ト
上
の
除

草
剤
の
使
用
抑
制
は
。

答　

私
有
地
で
の
使
用
禁
止

は
考
え
て
い
な
い
。

　

�

女
性
職
員
の
活
躍
に
つ
い

て
問　

女
性
管
理
職
の
比
率
を

令
和
３
年
度
ま
で
に
14
％
と

す
る
目
標
の
進
捗
は
。

答　

主
幹
級
以
上
の
管
理
職

103
名
の
う
ち
女
性
は
７
名
で
、

比
率
は
6.8
％
。
管
理
職
候
補

で
あ
る
主
査
級
職
員
108
名
の

う
ち
女
性
は
40
名
で
、
比
率

は
37
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

問　

女
性
職
員
の
管
理
職
登

用
に
つ
い
て
の
課
題
は
。

答　

近
年
男
女
問
わ
ず
管
理

職
を
目
指
す
職
員
が
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
女
性
の
場
合

は
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
考

え
て
踏
み
切
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
働
き
方
改
革
を
進

め
る
中
で
時
間
外
勤
務
の
縮

減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

キ
ャ
リ
ア
形
成
上
重
要

な
部
署
に
女
性
職
員
が
適
正

に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

広
い
視
野
を
身
に
付
け
、

豊
か
な
行
政
経
験
を
積
め
る

人
事
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

問　

日
高
市
が
目
指
す
小
中

一
貫
教
育
の
方
向
性
は
。

答　

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

や
、
小
学
生
と
中
学
生
が
触

れ
合
う
こ
と
に
よ
る
自
尊
感

情
の
高
ま
り
等
を
期
待
し

て
、
小
中
一
貫
教
育
を
行
っ

て
い
く
。
大
規
模
校
で
は
、

教
職
員
数
が
多
い
こ
と
を
生

か
し
、
学
力
向
上
や
不
登
校

対
策
等
の
課
題
解
決
に
向

け
、
組
織
力
を
生
か
し
た
小

中
一
貫
教
育
の
実
現
を
期
待

し
て
い
く
。
小
規
模
校
で
は

教
職
員
間
の
意
思
疎
通
が
図

り
や
す
い
こ
と
を
生
か
し
、

き
め
細
か
な
指
導
や
児
童
生

徒
一
人
一
人
に
配
慮
し
た
小

中
一
貫
教
育
を
期
待
し
て
い

く
。

問　

小
中
一
貫
教
育
の
中
で

公
民
館
が
果
た
す
役
割
は
。

答　

地
域
づ
く
り
の
基
盤
で

あ
る
公
民
館
は
、
学
校
運
営

協
議
会
で
の
話
し
合
い
の
中

で
、
学
校
教
育
に
必
要
と
さ

れ
る
行
事
へ
協
力
し
、
教
育

課
程
で
は
補
え
な
い
体
験
や

社
会
教
育
の
学
び
の
場
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
。

　

公
民
館
の
現
状
に
つ
い
て

問　

老
朽
化
し
た
公
民
館
の

整
備
計
画
は
。

答　

市
で
は
、
安
全
で
快
適

に
利
用
で
き
る
公
共
施
設
の

提
供
と
、
財
政
の
健
全
化
に

向
け
た
効
果
的
な
更
新
・
改

修
、
維
持
管
理
等
に
よ
る
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
の
方
針

と
し
て
、
公
共
施
設
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
た
。
今
後

は
、
同
計
画
に
基
づ
く
施
設

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

整
備
計
画
を
検
討
し
て
い

く
。

　

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

問　

交
差
点
で
の
事
故
防
止

に
つ
い
て
市
の
対
応
は
。

答　

県
か
ら
歩
行
者
に
対
す

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
通

知
が
あ
り
、
自
動
車
が
安
易

に
歩
道
に
侵
入
で
き
な
い
対

策
な
ど
、
新
た
な
視
点
か
ら

通
学
路
な
ど
の
安
全
点
検
を

行
い
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

に
努
め
て
い
く
。

　

交
通
弱
者
の
救
済
に
つ
い

　

て　
問　

高
齢
者
の
増
加
に
よ
る

交
通
弱
者
救
済
の
施
策
は
。

答　

様
々
な
移
送
手
段
と
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
等
お
出
か
け
支
援
事
業

の
内
容
検
討
や
、
他
の
自
治

会
な
ど
に
お
け
る
地
域
自
主

運
行
事
業
の
実
現
可
能
性
の

検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
国
の

動
向
を
注
視
し
移
動
手
段
の

情
報
収
集
や
研
究
に
努
め
て

い
く
。



NO.105（7） 日 高 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て

�

鈴
木
　
健
夫

太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て

�

佐
藤
　
真

メガソーラーの建設が懸念されている高麗本郷地区

問　

障
が
い
者
の
福
祉
施
策

と
し
て
、
医
療
や
生
活
に
係

る
経
済
的
負
担
分
を
助
成
す

る
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

は
。

答　

障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
い
た
自
立
支
援
医
療
が

あ
る
。
経
済
的
負
担
分
を
助

成
す
る
制
度
と
し
て
、
在
宅

重
度
心
身
障
害
者
手
当
や
特

別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
が
あ

る
。

　

�

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

問　

市
役
所
に
お
け
る
障
が

い
者
雇
用
や
就
労
支
援
に
つ

い
て
は
。

答　

平
成
30
年
度
の
職
員
の

障
が
い
者
雇
用
率
は
２
．

69
％
で
、
改
正
雇
用
率
の

2.5
％
を
上
回
っ
た
。

問　

職
場
環
境
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
は
。

答　

障
が
い
の
特
性
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
慮
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て

問　

欠
員
で
高
齢
者
の
見
守

り
が
空
白
の
地
区
や
地
域
に

対
す
る
対
応
は
。

答　

当
該
地
区
を
含
む
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
な
ど
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
す
る
。

問　

今
後
、
欠
員
地
区
は
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
取

り
組
み
は
。

答　

必
要
に
応
じ
て
職
員
が

同
行
す
る
な
ど
、
区
長
と
連

携
を
密
に
し
て
適
任
者
の
早

期
選
出
に
努
め
て
い
く
。

　

防
災
に
つ
い
て

問　

災
害
時
の
情
報
伝
達
の

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
防
災

マ
ッ
プ
ア
プ
リ
の
導
入
は
。

答　

今
は
、
ひ
だ
か
知
っ
得

情
報
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、

避
難
場
所
や
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
地
図
情

報
や
災
害
情
報
等
を
配
信
し

て
い
る
。
今
後
、
防
災
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
正

確
な
情
報
の
発
信
を
目
指

す
。

問　

災
害
時
に
、
ひ
だ
か

知
っ
得
情
報
ア
プ
リ
は
活
用

で
き
る
の
か
。

答　

市
の
情
報
配
信
ア
プ
リ

の
た
め
、
災
害
時
に
特
化
し

た
仕
様
で
は
な
い
。
今
後
、

発
災
時
に
重
要
な
情
報
の
伝

達
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

　

�

子
ど
も
防
災
手
帳
に
つ
い

て
問　

子
ど
も
の
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
子
ど
も
用

防
災
手
帳
の
作
成
と
配
布
に

つ
い
て
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
防
災
手
帳
は

作
成
し
て
い
な
い
。
防
災
教

育
の
観
点
も
あ
る
た
め
、
教

育
委
員
会
と
研
究
し
て
い

く
。

問　

高
麗
本
郷
に
計
画
さ
れ

て
い
る
太
陽
光
発
電
施
設
に

関
し
て
、
土
砂
災
害
を
防
ぐ

た
め
に
、
許
認
可
権
を
持
つ

埼
玉
県
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
る
か
。

答　

県
の
林
地
開
発
許
可
事

務
取
扱
要
領
に
定
め
ら
れ
た

技
術
的
基
準
に
基
づ
い
て
、

適
切
な
届
け
出
や
措
置
が
取

ら
れ
る
よ
う
に
県
と
調
整
を

図
っ
て
い
く
。

問　

調
整
の
具
体
的
方
法
は
。

答　

担
当
窓
口
で
あ
る
川
越

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
絡

を
取
り
、
事
業
の
詳
細
を
把

握
し
な
が
ら
、
法
令
の
確
認

や
市
関
係
部
署
の
事
前
準
備

に
結
び
つ
け
る
。

問　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
事
業

者
が
自
治
体
や
地
域
住
民
と

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
、
説
明
会
の
実
施
や

出
さ
れ
た
要
望
意
見
に
誠
意

あ
る
対
応
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
事
業
者
か
ら
は
具

体
的
な
計
画
を
示
し
た
資
料

の
提
出
や
説
明
会
後
の
報
告

は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
市
と
し
て
行
政

指
導
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え

る
か
。

答　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載

さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
責
任
に
お
い

て
順
守
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

順
守
さ
れ
る
こ
と
が
事
業
認

定
の
前
提
と
考
え
る
。
今
後
、

国
や
県
の
関
係
基
準
に
沿
っ

た
適
切
な
計
画
を
行
い
、
市

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も

適
切
な
対
応
を
求
め
る
。

問　

よ
り
実
効
性
を
持
つ
行

政
指
導
を
行
う
た
め
に
、
市

条
例
制
定
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

答　

市
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
有

効
に
機
能
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
検
討
が
必
要
。
安
全
性

の
確
保
、
防
災
・
環
境
上
の

懸
念
等
を
巡
っ
て
地
域
住
民

と
の
関
係
が
悪
化
す
る
事
例

も
あ
る
。
関
係
法
令
の
整
備

状
況
や
先
例
自
治
体
等
の
情

報
収
集
や
検
証
を
行
っ
て
お

り
、
早
急
に
結
論
を
出
し
た

い
。 　

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
や
地
域
の
方
が

安
心
し
て
公
園
を
使
う
た
め

に
、
時
計
や
水
飲
み
場
の
設

置
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
整

備
の
計
画
は
。

答　

現
時
点
で
は
、
新
た
な

時
計
や
水
飲
み
場
の
設
置
計

画
は
な
い
が
、
必
要
性
を
調

査
、
検
討
し
て
く
。



NO.105 （8）日 高 市 議 会 だ よ り

病
児
保
育
事
業
に
つ
い
て

�

三
木
　
伸
也

巾
着
田
の
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

�

大
川
戸
　
岩
夫

一
般
質
問
の
要
旨

巾着田でのキャンプ

問　

病
児
保
育
事
業
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
。

答　

一
時
的
に
保
育
が
可
能

な
病
児
保
育
事
業
は
、
就
労

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
重

要
な
事
業
と
認
識
し
て
い

る
。

問　

近
隣
市
の
実
施
状
況

は
。

答　

ダ
イ
ア
プ
ラ
ン
加
入
５

市
の
う
ち
、
病
児
保
育
事
業

を
実
施
し
て
い
る
の
は
所
沢

市
の
み
で
、
事
業
所
が
２
カ

所
、
平
成
30
年
度
利
用
児
童

数
は
493
人
。

問　

日
高
市
で
の
病
児
保
育

事
業
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

実
施
の
検
討
に
あ
た

り
、
子
育
て
世
帯
の
病
児
保

育
事
業
に
対
す
る
、
利
用
希

望
な
ど
の
状
況
を
見
極
め
て

い
く
と
と
も
に
、
す
で
に
実

施
し
て
い
る
自
治
体
の
状
況

確
認
や
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
く
。

　

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
周
知
に
つ
い
て

問　

市
民
へ
の
周
知
方
法

問　

市
は
、
鹿
台
橋
か
ら
天

神
橋
ま
で
、
県
か
ら
河
川
占

用
の
許
可
を
得
て
い
る
。
こ

の
地
域
の
行
楽
客
の
数
は
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
相
当
な

人
数
に
な
る
。
突
然
の
大
雨

で
増
水
し
た
場
合
、
河
川
敷

で
楽
し
ん
で
い
る
行
楽
客
へ

の
注
意
喚
起
は
。

答　

近
年
の
天
気
予
報
で
は

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
天
侯
急

変
の
可
能
性
を
あ
る
程
度
予

想
で
き
、
行
楽
客
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用
し
て

天
侯
の
様
子
を
確
認
で
き
る

と
考
え
る
。
な
お
、
巾
着

田
内
で
は
放
送
設
備
が
あ

り
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
で
き
る

の
で
、
天
侯
急
変
や
急
な
増

水
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
注
意
喚
起
を
行
う
。

　

�
キ
ャ
ン
プ
で
の
騒
音
、
悪

臭
対
策
に
つ
い
て

問　

巾
着
田
の
キ
ャ
ン
プ
か

ら
の
騒
音
、
悪
臭
を
は
じ
め

と
す
る
苦
情
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答　

河
原
は
公
共
の
も
の
で

は
。

答　

広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
高
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
を
年
２

回
発
行
し
、
全
戸
配
布
と
と

も
に
、
公
民
館
や
図
書
館
等

の
公
共
施
設
へ
も
配
置
し
て

い
る
。

問　

相
談
件
数
は
。　

答　

来
所
相
談
の
件
数
は
、

高
麗
が
約
160
件
、
高
麗
川
が

約
220
件
、
高
萩
が
約
320
件
で

あ
る
。

問　

何
を
行
う
と
こ
ろ
か
、

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
、
高
齢
者
や
相
談
窓
口
と

い
っ
た
文
言
の
併
記
は
可
能

か
。

答　

ま
ず
は
窓
ガ
ラ
ス
へ
の

表
示
な
ど
、
直
ち
に
着
手
可

能
な
方
法
で
実
施
す
る
よ
う

事
業
者
に
働
き
か
け
て
い

く
。

　

�

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ

い
て

問　

安
全
性
の
低
い
交
差
点

の
把
握
と
、
そ
の
対
応
は
。

あ
り
原
則
と
し
て
、
だ
れ
も

が
自
由
に
利
用
で
き
、
河
原

へ
の
進
入
部
分
を
閉
鎖
す
る

こ
と
な
ど
は
難
し
い
。
バ
ー

べ
キ
ュ
ー
の
煙
な
ど
、
付
近

の
方
が
不
快
に
感
じ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し

か
し
効
果
的
な
対
策
が
見
つ

か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

問　

い
く
ら
公
共
の
も
の
と

言
っ
て
も
限
度
が
あ
る
。
入

場
制
限
等
な
ん
ら
か
の
措
置

が
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

地
元
区
長
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
巾
着
田
管
理
協

議
会
に
お
い
て
、
現
状
と

対
策
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、

様
々
な
解
決
策
を
検
討
す

る
。

　

�

キ
ャ
ン
プ
の
有
料
化
に
つ

い
て　
　

問　

駐
車
料
金
一
日
500
円
で

キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
何
日
も

居
て
ト
イ
レ
、
水
道
は
使
い

放
題
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
か
と
思

う
。
料
金
改
定
を
含
む
何
ら

答　

歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク

の
み
、
ま
た
は
併
用
し
て
防

護
柵
な
ど
が
交
差
点
開
口
部

に
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所

が
、
併
せ
て
21
カ
所
、
未
設

置
の
箇
所
が
12
カ
所
で
あ

る
。
市
民
の
皆
様
の
安
心
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
庁
内

関
係
各
課
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
の
双
方
か
ら
の
整
備
に

つ
い
て
調
整
し
、
近
隣
自
治

体
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
な

が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

問　

お
散
歩
コ
ー
ス
や
、
通

学
路
の
安
全
性
の
確
認
は
。

答　

保
育
関
連
施
設
な
ど
の

移
動
経
路
の
安
全
性
や
、
職

員
体
制
の
再
確
認
な
ど
を
依

頼
し
て
い
る
。
通
学
路
は
、

日
常
点
検
と
し
て
教
職
員
が

通
学
路
を
ま
わ
り
、
危
険
個

所
を
確
認
す
る
体
制
を
整
備

し
て
い
る
。

か
の
措
置
を
早
急
に
と
る
べ

き
で
は
。

答　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
情
報
が
拡
散
さ
れ
、
巾

着
田
は
安
く
泊
ま
れ
る
場
所

と
し
て
広
ま
っ
た
。
に
ぎ
わ

う
状
況
が
加
熱
し
す
ぎ
て
し

ま
う
と
、
巾
着
田
の
原
風
景

を
構
成
す
る
川
や
山
な
ど
の

自
然
環
境
の
崩
壊
に
つ
な
が

る
。
様
々
な
角
度
か
ら
対
策

を
検
討
し
て
お
り
、
料
金
の

改
定
な
ど
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
進
め
て
い
く
。



NO.105（9） 日 高 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

消
防
団
員
に
つ
い
て

�

和
田
　
貴
弘

全国操法大会に出場した日高市消防団

日高市議会議員集合写真

問　

新
入
団
員
の
確
保
に
つ

い
て
は
。

答　

消
防
団
員
を
応
援
し
て

い
た
だ
け
る
店
舗
の
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
は
じ
め
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
広
報
手
段

や
、
消
防
団
自
体
の
活
動
内

容
の
精
査
を
、
消
防
団
員
と

共
に
研
究
し
て
い
く
。

　

消
防
水
利
に
つ
い
て

問　

水
利
の
無
い
山
間
地
域

に
お
け
る
火
災
時
の
対
応

は
。

答　

山
林
火
災
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
火
災
予
防
の

啓
発
及
び
水
利
の
確
保
を
常

備
消
防
に
働
き
か
け
る
。

　

道
路
信
号
機
に
つ
い
て

問　

新
堀
地
内
に
あ
る
県
道

飯
能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス
の
手

押
し
式
信
号
機
の
改
良
計
画

は
あ
る
の
か
。

答　

信
号
改
良
の
要
望
書

を
、
飯
能
警
察
署
へ
５
月
に

提
出
し
て
お
り
、
交
差
点
周

辺
の
整
備
工
事
も
視
野
に
入

れ
、
飯
能
県
土
整
備
事
務
所

な
ど
と
の
調
整
を
進
め
る
。

　

西
武
池
袋
線
に
つ
い
て

問　

特
急
及
び
Ｓ
ト
レ
イ
ン

の
高
麗
駅
停
車
の
働
き
か
け

は
。

答　

特
急
停
車
に
つ
い
て
は

毎
年
度
、
埼
玉
県
が
取
り
ま

と
め
る
鉄
道
整
備
要
望
の
中

で
、
日
高
市
の
要
望
事
項
と

し
て
い
る
が
、
西
武
鉄
道
か

ら
は
現
在
の
輸
送
需
要
か
ら

当
面
計
画
は
な
い
と
の
回
答

が
あ
る
。
Ｓ
ト
レ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
10
両
編
成
の
た
め

駅
ホ
ー
ム
の
長
さ
も
足
ら

ず
、
現
時
点
で
の
実
現
は
困

難
と
の
認
識
で
い
る
。

問　

ど
う
し
た
ら
乗
降
客
を

増
や
せ
る
か
。

答　

西
武
鉄
道
と
連
携
し
て

の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
開
催
や
遠

足
の
聖
地
ひ
だ
か
の
さ
ら
な

る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も

に
、
駅
周
辺
の
人
口
対
策
に

取
り
組
む
。

問　

飯
能
～
吾
野
間
開
通
90

周
年
に
あ
た
り
、
沿
線
自
治

体
と
連
携
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
活

動
は
考
え
て
い
る
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は

な
い
が
、
既
存
の
協
議
会
等

の
活
動
を
通
じ
て
西
武
鉄
道

並
び
に
飯
能
市
と
連
携
を
深

め
、観
光
Ｐ
Ｒ
等
を
進
め
る
。
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総

務

福

祉

常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

（
写
真
右
か
ら
）

委
　
　
員
　
金
子
　
　
博

委
　
　
員
　
和
田
　
貴
弘

委
　
　
員
　
三
木
　
伸
也

議
　
　
長
　
山
田
　
一
繁

委 

員 

長
　
森
崎
　
成
喜

副
委
員
長
　
佐
藤
　
　
真

委
　
　
員
　
松
尾
万
葉
香

委
　
　
員
　
加
藤
　
大
輔

　�
読
み
や
す
く
親
し
ま
れ
る

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す

よ
ろ
し
く

�

お
願
い
し
ま
す

　日高市議会では、議会の活動状況をお知らせするために“議会だより”を発行しています。
議員７人による編集委員会を設け、編集作業を行い、発行しています。

議会だより編集委員会です

○
６
月
14
日
㈮　

議
案
第
34
号
・

日
高
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
請
願
第
２
号
・

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請
願

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

議

会

運

営

委

員

会

○
５
月
30
日
㈭　

６
月
定
例
会
の

会
期
及
び
議
会
の
運
営
等
に
関
す

る
調
査
を
し
ま
し
た
。

○
６
月
７
日
㈮　

議
事
日
程
の
順

序
に
関
す
る
調
査
を
し
ま
し
た
。

○
６
月
13
日
㈭　

議
案
質
疑
の
要

旨
等
通
告
に
関
す
る
調
査
を
し
ま

し
た
。

　

５
月
30
日
㈭　

次
の
事
項
に
つ

い
て
市
長
か
ら
協
議
・
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

協
議
事
項

○
高
麗
川
駅
東
口
開
設
に
関
す
る

基
本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

○
日
高
市
児
童
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て

報
告
事
項

○
防
災
行
政
無
線
の
整
備
工
事

（
デ
ジ
タ
ル
化
）
に
つ
い
て

○
婚
姻
届
及
び
出
生
届
記
念
証
の

贈
呈
に
つ
い
て

○
日
高
市
空
き
家
所
有
者
意
向
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
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�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
に
つ
い
て

　

聖
火
リ
レ
ー
は
、
２
０
２
０

年
３
月
26
日
に
福
島
県
を
出
発

し
、
開
会
式
が
行
わ
れ
る
７
月
24

日
ま
で
の
121
日
間
に
わ
た
り
日
本

全
国
を
回
り
ま
す
。
埼
玉
県
内
で

は
、
７
月
７
日
か
ら
３
日
間
行
わ

れ
、
当
市
で
は
７
月
７
日
に
高
麗

神
社
か
ら
巾
着
田
の
区
間
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
念
願
で
あ
っ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
に

当
市
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
日
高

市
の
歴
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
が
加

わ
る
こ
と
と
な
り
、
大
変
喜
ば
し

く
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

活
気
あ
ふ
れ
る
日
高
市
の
魅
力

を
国
内
外
に
発
信
す
る
機
会
と
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
世
界
的
イ
ベ

ン
ト
の
感
動
を
市
民
の
皆
様
と
共

有
で
き
る
よ
う
、
埼
玉
県
と
連
携

し
て
万
全
の
準
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

�

公
立
保
育
所
の「
英
語
あ
そ
び
」

の
活
動
に
つ
い
て

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
来
年
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
小
・

中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
通
じ
た

新
た
な
英
語
教
育
の
充
実
・
強
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
当
市

に
お
い
て
も
、
幼
児
期
か
ら
英
語

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

近
隣
市
の
公
立
保
育
所
で
は
初
め

て
と
な
る
「
英
語
あ
そ
び
」
の
活

動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

各
保
育
所
に
お
い
て
、
年
間
９

回
、
英
会
話
講
師
に
よ
る
英
語
の

歌
や
簡
単
な
日
常
会
話
、
カ
ー
ド

を
使
い
な
が
ら
の
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
事
業
に
つ
い
て

　

国
に
お
き
ま
し
て
、
毎
年
６
月

23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
高
麗
の
郷
」
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
、
図
書
館
に

お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
25
日
に
、
文
化
体

育
館
「
ひ
だ
か
ア
リ
ー
ナ
」
に
お

い
て
、
職
場
に
お
け
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
７
月
19
日

に
は
、
図
書
館
の
金
曜
シ
ネ
マ
で

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
映
画
を

上
映
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

�

健
康
づ
く
り
関
係
の
事
業
に
つ

い
て

　

６
月
９
日
に
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
40
回
健
康
ま

つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
「
け
ん
こ
う
元
年
！

み
ん
な
で
イ
チ
か
ら
健
康
づ
く

り
」
と
し
、
食
生
活
や
運
動
習
慣

に
関
す
る
体
験
を
し
な
が
ら
、
健

康
に
関
す
る
情
報
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
は
、
今
年
度
、
新
た
に

100
名
を
超
え
る
新
規
の
申
し
込
み

を
い
た
だ
き
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
新
た
な
事

業
と
し
て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

妊
婦
の
方
へ
、
健
康
診
査
等
の
た

め
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
交

通
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
の
継
続
し
た

支
援
を
行
う
も
の
で
、
安
心
し
て

出
産
・
育
児
を
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
年
を
通
し
て
健

康
を
テ
ー
マ
に
し
た
教
室
や
講
座

を
開
催
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様

の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

�「
川
ガ
キ
・
山
ガ
キ
自
然
塾
」

に
つ
い
て

　

４
回
目
と
な
る
こ
の
事
業
は
、

市
内
の
小
学
５
年
生
と
６
年
生
が
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
の
活
動
を
通

じ
て
、
環
境
に
つ
い
て
学
習
す
る

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
児
童

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
自

然
塾
を
２
回
に
分
け
、
夏
の
「
川

ガ
キ
編
」、
冬
の
「
山
ガ
キ
編
」

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

生
き
物
に
つ
い
て
の
学
習
や
川

遊
び
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
日
高
市
の
豊
か
な
自
然
を
愛
す

る
子
ど
も
た
ち
に
成
長
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

�

広
島
市
平
和
記
念
式
典
児
童
派

遣
事
業
に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
、
８
月
６
日
に
広

島
市
に
て
開
催
さ
れ
る
平
和
記
念

式
典
に
市
内
の
小
学
６
年
生
６
名

を
派
遣
す
る
も
の
で
、
今
年
で
３

回
目
と
な
り
ま
す
。

　

式
典
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

過
去
に
起
き
た
戦
争
の
悲
惨
さ
を

実
際
に
見
て
感
じ
る
と
と
も
に
、

平
和
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
、
行

動
す
る
こ
と
で
、
平
和
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
広
島
で
感
じ
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
友
達
や
家
族
に
話

す
こ
と
で
、
多
く
の
皆
様
が
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
訓
練
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
の
日
曜
日
に
、
市
役

所
を
メ
イ
ン
会
場
に
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

訓
練
の
内
容
は
、
震
度
６
弱
の

地
震
発
生
を
想
定
し
、
広
報
塔
の

合
図
に
よ
り
、
行
政
区
ご
と
に
各

世
帯
の
安
否
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
安
否
確
認
訓
練
を
行
な
い
、
そ

の
後
に
、
市
役
所
及
び
５
つ
の
公

民
館
で
消
防
署
や
消
防
団
の
指
導

の
も
と
、
心
肺
蘇
生
法
習
得
や
初

期
消
火
な
ど
の
訓
練
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

総
合
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
改
め
て
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役

割
分
担
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

防
災
意
識
の
醸
成
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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大規模太陽光発電施設の建設に対する反対決議

　現在、日高市大字高麗本郷字市原地区にＴＫＭデベロップメント株式会社が計画をしている大規模太陽光発電施設の
建設について、以下のように判断する。
１�　建設予定地は、国道 299 号北側に位置する山の南斜面、面積は約 15 ヘクタールで東京ドーム約３個分に相当する。
この建設によって緑のダムといわれる森林は伐採され、水源かん養機能が失われ集中豪雨による土砂災害や水害の危
険性が飛躍的に高まる。このことは建設予定地の下流域に住む市民の生命に対する重大な脅威となる。
２�　太陽光発電事業は参入障壁が低く、様々な事業者が取り組み、事業主体の変更も行われやすい状況にある。発電事
業が終了した場合若しくは事業継続が困難になった場合においては、太陽光発電の設備が放置されたり、原状回復さ
れないといった懸念がある。
３�　建設予定地には、埼玉県希少野生動植物種の指定を受けているアカハライモリや埼玉県レッドデータブックに掲載
されている絶滅危惧種のトウキョウサンショウウオなどの希少動物並びにオオキジノオ、アリドオシなどの希少植物
が生息している。大規模太陽光発電施設の建設工事が始まれば、これらの希少生物の行き場がなくなり、日高市の貴
重な財産を失うことになる。

　日高市の財産である日和田山や巾着田を含む高麗地域の景観や周辺の生活環境を守り、防災並びに自然保護及び自然
調和に万全を期すことが必要である。このことから、今後、地域住民の理解が得られないまま、大規模太陽光発電施設
の建設が行われることになれば、日高市議会としては、これを看過できるものではなく、大規模太陽光発電設備設置事
業の規制等を含む、対策に関する条例の制定等に全力で取り組む所存である。
　よって、日高市議会は、大規模太陽光発電施設の建設に対し反対する。

　以上、決議する。

　令和元年６月 26 日　
� 日高市議会　　　　

太陽光発電施設の設置に対する法整備等を求める意見書
　太陽光発電は、温室効果ガスを排出せず、資源枯渇の恐れがない再生可能エネルギー源で、地球温暖化の防止や新
たなエネルギー源として期待されている。特に、平成 24 年７月の固定価格買取制度（ＦＩＴ法）がスタートして以降、
再生可能エネルギーの普及が進み、中でも太陽光発電施設は急増している。また、埼玉県は快晴日数が全国一という特
徴からか、本市においても太陽光発電施設が増加し、今後もさらに増えることが見込まれている。
　しかし、一方で、太陽光発電施設が住宅地に近接する遊休農地や水源かん養機能を持つ山林に設置され、周辺環境と
の不調和や景観の阻害、生態系や河川への影響が懸念されている。さらに傾斜地や土地改変された場所への設置は、土
砂災害に対する危険性が高まり、地域住民との間でトラブルとなっている。
　このため本市は、「日高市太陽光発電施設の設置に関するガイドライン（平成 29 年 12 月制定）」その他関係法令に基
づき事業者への指導を行っているが、直接的な設置規制を行えないことから対応に苦慮しているのが実情である。
　よって、太陽光発電事業が地域社会にあって住民と共生し、将来にわたり安定した事業運営がなされるために、国に
おいては、次の事項を早急に講じられるよう要望するものである。

１�　太陽光発電施設について、地域の景観維持、環境保全及び防災の観点から適正な設置がされるよう、立地の規制等
に係る法整備等の所要の措置を行うこと。
２　太陽光発電施設の安全性を確保するための設計基準や施工管理基準を整備すること。
３�　発電事業が終了した場合や事業者が経営破綻した場合に、パネル等の撤去及び処分が適切かつ確実に行われる仕組
みを整備すること。
４　関係法令違反による場合は、事業者に対し、ＦＩＴ法に基づく事業計画の認定取消しの措置を早急に行うこと。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　衆議院議長　様　参議院議長　様　内閣総理大臣　様　総務大臣　様　　
　農林水産大臣　様　経済産業大臣　様　国土交通大臣　様　環境大臣　様

決議しました

関係機関に意見書を提出しました



NO.105（13） 日 高 市 議 会 だ よ り

議会を傍聴しませんか？
（庁舎４階へお越しください）

日高市議会の議場は、市役所の４階にあります。傍聴を希望される方は、４階の議会事務局で受付をし
てから５階の傍聴席へお願いします。（傍聴席：写真上部の席）
議員活動の状況や議会の様子を誰でも知れる良い機会なので、定例会（本会議）の際は、是非ともお越
しください。

　中継録画は本会議終了後、およそ 7日後（土曜日・日曜日・祝日を除く）
までに配信しています。
（日高市HPアドレス）　http://www.city.hidaka.lg.jp/　

市議会インターネット中継
（録画配信）

市議会では、本会議の映像を録画配信しています。
傍聴に来られない人でも、本会議の映像を市ホームページ（市議会）
からご覧いただけます！

日高市議会  議会中継

次
の
市
議
会
定
例
会
の
開
会
日
は
、

　

８
月
29
日
（
木
）
の
予
定
で
す
。

　

会
期
の
日
程
（
案
）
は
、
開
会
日
の
５
日
程
前
に
、
公
民
館
、

出
張
所
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
に
掲
示
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
会
期
は
、
お
お
む
ね
20
日
間
で
す
。



NO.105 （14）日 高 市 議 会 だ よ り

日
高
市
議
会
だ
よ
り
第
105
号
は
２
万
200
部
作
成
し
、一
部
当
た
り
の
単
価　
　
　
　

は
約
14
・
00
円
で
す
。

編
集
後
記

父の日こども料理教室（6.8　高萩公民館） 第 40 回日高市健康まつり（6.9　生涯学習センター）

３B 親子たいそう（6.11　子育て総合支援センターぬくぬく）

日高市硬筆展覧会（6.16　高麗川公民館）

親子ハッピーたいむ消防署見学（6.11　飯能日高消防署）

日本茶を楽しむ（6.28　高麗川南公民館）

　

今
年
４
月
の
市
議
会
議
員
選
挙

か
ら
早
く
も
３
カ
月
が
過
ぎ
、
元

号
も
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
新
た
に
選
出
さ

れ
た
議
員
一
同
、
皆
様
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
議
会
活
動
に
取
り
組
む
決
意

で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も
、

本
号
か
ら
改
選
後
の
新
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
発
行
と
な
り
ま
す
。
各
議

員
の
一
般
質
問
や
、
議
案
に
つ
い

て
の
審
議
、
結
果
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
読
み
や

す
く
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
暑
さ
が
続
き
ま
す
が
、

昨
年
度
は
、
全
国
各
地
で
熱
中
症

に
よ
る
事
故
が
起
き
、
命
を
落
と

さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
熱
中
症
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
十
分
な
水
分
補
給
や

休
憩
は
も
ち
ろ
ん
、
塩
分
な
ど
ミ

ネ
ラ
ル
分
の
摂
取
や
適
切
な
冷
房

の
利
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
の
ご
多
幸
と
令
和
元
年
度
の

市
議
会
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

議会フォトトピックス
市内の各事業を取材してきました！


